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９月２５日から１０月６日の「お店屋さんをしよう」の学習では、教師や友達と一緒にお店の準備

や自分の役割に取り組むことをねらいとし、３グループに分かれてお店屋さんの準備を進めました。

楽器屋さんでは、笛、ギターなどを製作し、それぞれの楽器にテープやマジックで模様を付けまし

た。作った楽器を試そうと、自分から音を出して楽しむ様子が見られました。人形屋さんでは、綿詰

め、ミシン掛け、顔のパーツ貼りを行いました。自分のオリジナルの人形を作って喜んでいました。

パン屋さんでは、丸めて輪にした紙に絵の具で色付けし、ビーズを乗せてカラフルなドーナツを作

りました。子供たちから「チョコレートドーナツができた！」と喜ぶ声が上がりました。みんなで協

力し、商品の準備することができました。 

〜楽器屋さん・人形屋さん・パン屋さん〜

１０月６日には、店員役とお客さん役に分かれ、お店屋さ

んごっこを行いました。店員役では「いらっしゃいませ」や

「ありがとうございます」を元気よく伝えたり、お客さん役

の友達に商品を渡したりと、それぞれの役割を果たすことが

できました。また、お客さん役として買った楽器を鳴らして

アーティストになりきる姿も見られ、ふとくショッピングは

大盛況でした。 

ありがとうございました！ 

 

ギター楽しいね♪ 


